


防除は粘着テープなどの利用により、移動時期

を把握して、幼虫の移動が最も盛んな7月 中下旬

にPAP乳 剤などを散布するのが効果的である。

また、5～6月 にマシン油乳剤の樹間散布を試み

て有効な結果が得られている。

キ ュ ウ リ 紫 紋 羽 病

学 名:Helicobasidium mompa Tanaka

英名:Violet root rot

昭和61年 、青森県の一部の露地栽培キュウ リに

茎葉全体が萎ちょうし、後に黄化 ・枯死する病害

が発生した。青森県畑作園芸試験場が病原菌を分

離 ・同定した結果、本病は紫紋羽病菌によって起

ることが判り、病名は"キ ュウリ紫紋羽病"と 命

名された。

本菌は寄主範囲が広く、畑作物や果樹類 ・花木

類を被害残渣上の菌糸や土壌中の菌糸塊が伝染源

となって、侵すことが知られている。

キュウリの病徴は、根の表面が束状あるいは膜

状となった赤紫色の菌糸で覆われ、著しい被害根

では皮層が完全に腐敗 し菌糸束とともに容易には

がれ落ちる。根部の病徴の進展に伴って、地上部

の葉は生気を失い、激しい場合には株全体が萎ちょ

うし、黄化 ・枯死する。

防除対策としては、紫紋羽病の一般的防除法で

ある①本病の汚染地での栽培を避けること ② 本

菌の寄主ではないイネ科作物を一時的に栽培する

か、あるいはクロルピクリンによる土壌消毒を行

うことなどがあげられる。

ネ ギ コ ガ

学名: Acrolepiopsis sapporensis Matsumura

英 名:Allium leafminer

鹿児島県では、深ネギが水田転換作物として導

入されて栽培面積が増加しているが、最近、本虫

が発生し、ネギの品質を低下させて大きな問題と

なっている。

本虫はネギ類を加害し、幼虫はネギの葉肉内に

潜入して食害するため小白点 ・蛇行状の白斑を生

じる。発生が多いと斑紋が連続し、葉の全体が白

化して枯死する。

成虫は体長4.5mm、 翅の開張9mmで 、全体が灰

黒色で前翅の後縁中央に白色斑があり、静止する

と背面中央にこの白色斑が鮮やかに目立つ。卵は

短楕円形で扁平、長径0.7mmの 乳白色である。幼

虫は体長7～8mm、 全体が淡緑色で褐色の縞があ

り、体形は前後に細まり、紡錘形で胴部に細い毛

を疎生する。老熟すると葉上に粗いレース状の繭

を 作 り 蛹 化 す る 。
本虫は非休眠性で周年にわたって発生し、年に

9～10世 代を繰り返す。冬期でも10℃ を越える日

には性フェロモン トラップに誘殺される。成虫の

発生は春と秋に多い傾向にある。

防除対策としては、現在のところ本虫を対象と

した薬剤は無いが、ネギアザミウマやアブラムシ

を対象とした防除とかねて、幼虫の潜入防止に重

点をおいた防除が効果的である。
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